
政
令
第 

 
 

号 

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令 

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
一
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。 

環
境
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
三
条
第
一
項
第
三
十
七
号
中
「
及
び
環
境
の
保
全
上
の
支
障
を
防
止
す
る
た
め
の
経
済
的
措
置
に
関
し
、
環
境
基
本
法

（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
十
二
条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
事
務
」
を
削
り
、
同
項
第
四
十
三
号
イ
中
「
環

境
基
本
法
」
の
下
に
「
（
平
成
五
年
法
律
第
九
十
一
号
）
」
を
加
え
る
。 

第
十
七
条
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
を
第
五
号
と
す
る
。 

第
二
十
五
条
中
「
国
際
連
携
課
」
を
「
国
際
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
課
」
に
改
め
る
。 

第
二
十
七
条
第
一
号
中
「
国
際
連
携
課
及
び
参
事
官
」
を
「
国
際
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中

「
、
次
条
第
一
号
及
び
第
二
十
九
条
」
を
「
及
び
次
条
」
に
、
「
国
際
連
携
課
及
び
参
事
官
」
を
「
国
際
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
課
」
に
改
め
る
。 



第
二
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

（
国
際
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
課
の
所
掌
事
務
） 

第
二
十
八
条 

国
際
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
課
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
国
際
協
力
、
国
際
機
関
及
び
国
際
会
議
並

び
に
海
外
と
の
連
絡
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。 

第
二
十
九
条
中
「
命
を
受
け
て
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
し
、
並
び
に
第
三
号
」
を
「
次
」
に
改
め
、
同

条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
事
務
の
う
ち
重
要
事
項
に
係
る
も
の
」
を
「
こ
と
。
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
一
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

二 

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
機
関
及
び
国
際
会
議
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。 

第
二
十
九
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

三 

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
海
外
と
の
連
絡
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。 

附 

則 

 

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

理 

由 

環
境
省
の
所
掌
事
務
の
的
確
な
遂
行
を
図
る
た
め
、
地
球
環
境
局
国
際
連
携
課
の
名
称
を
同
局
国
際
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

課
に
変
更
し
、
同
課
及
び
同
局
参
事
官
の
所
掌
事
務
を
変
更
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 


